
位置図

地理院地図を加工して作成

行為区域

例 図面-1

明示すべき事項

行為区域の位置を赤色で表示

※縮尺 1/15,000 以上



区域図
例 図面-2

※縮尺 1/2,500 以上

明示すべき事項

• 行為区域の範囲
• 市町村界
• 市町村区域内の町または字の境界
• 土地の番地
• 土地の形状

地理院地図を加工して作成



図面-3
現況平面図（行為前）
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明示すべき事項

• 行為区域の範囲
• 行為区域内および周辺の土地、公共
施設（道路、水路等）、公益施設の
位置および現況

• 樹木、樹木の集団および切土または
盛土を行う部分の表土の状況

• 現存の建物、工作物等の位置

地理院地図を加工して作成



図面-4
現況土地利用求積図（行為前）

No５(林地)
1,100m²

：事業エリア4,000ｍ²（0.400ha）

No２(畑)
1,000m²

No4(畑)
1,400m²

No1(宅地)
400m²

現況土地利用面積表（単位 ha）

NO
宅地等 林地・耕地

・原野ほか
計

宅地 道路

1 0.040 0.040

2 0.100 0.100

3 0.010 0.010

4 0.140 0.140

5 0.110 0.110

計 0.040 0.010 0.350 0.400

例
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明示すべき事項

• 行為区域の範囲
• 行為区域の全体面積の求積
• 行為区域内の用途ごとの利用面積の
求積
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図面-5
土地利用計画図（行為後）

：事業エリア4,000ｍ²（0.400ha）

例

明示すべき事項

• 開発区域の範囲
• 公共施設、準公共施設、公益施設の
位置および形状

• 予定建築物の敷地の形状、計画高お
よび面積、敷地に係る予定建築物等
の用途、配置等

• 樹木または樹木の集団の位置、缶招
待の位置および形状



図面-6
土地利用計画求積図（行為後）

No５(宅地)
1,100m²

No2(駐車場)
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No3(道路)
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明示すべき事項

• 行為区域の範囲
• 行為区域の全体面積の求積
• 行為区域内の用途ごとの計画利用面
積の求積

：事業エリア4,000ｍ²（0.400ha）

No4(グラウンド)
800m²

計画土地利用面積表（単位 ha）

NO
宅地等 駐車場

（舗装）
運動場 調整池 計

宅地 道路

1 0.040 0.040

2 0.100 0.100

3 0.010 0.010

4 0.080 0.080

5 0.110 0.110

6 0.060 0.060

計 0.150 0.010 0.140 0.060 0.400



図面-7
排水施設計画平面図
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例

明示すべき事項

• 行為区域の範囲
• 排水区域の区域界
• 排水施設の位置、種類、材料、形状、
内のり寸法、勾配、計画高（主要な
箇所の水路底）、水の流れの方向、
吐口の位置および放流先の名称

• 放流先となる既存排水施設および水
路等の名称、位置、種類、形状およ
び水路底高さ



図面-8
対策工事に係わる雨水貯留浸透施設の位置図

集水区域
A=〇,〇〇〇.〇㎥

調整池 幅 ：〇.〇〇m
奥行：〇.〇〇m 
深さ：〇.〇〇m

例

明示すべき事項

• 行為区域の範囲
• 集水範囲
• 雨水貯留施設の位置、種類、材料、
形状、規格・寸法、勾配、計画高
（主要な箇所の水路底）、吐口の位
置および放流先



図面-9
対策工事に係わる雨水貯留浸透施設の計画図

例

平面図

縦断図

横断図

流入口等構造図

などの雨水貯留浸透施設の規格や仕様等
が分かる図面を作成すること



例
※縮尺 1/500 以上

明示すべき事項

標識の位置を赤色で表示

図面-10
標識設置位置図

標識設置位置
（基礎式）


